









日 時 :平成 21年 1月 16日（金）午後1時 30分から







4年 神 幸 希




Somatotopical relationships between cortical activity and reflex areas in
 
reflexology:a functional magnetic resonance imaging study
 
5年 仲 丸 友 望
FBXW7βformのメチル化とヒト胸腺腫組織型の相関について
（The Methylation Status of FBXW7βform Correlates with Histological
 
Subtype in Human Thymoma)
5年 三 井 英 俊
Minnesota Multiphasic Personality Inventoryからみた摂食障害患者の特徴に
関する臨床的研究
6年 島 久 登
パーソナリティと胃がん検診受診行動に関する横断研究
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p63/p51を介したシグナルによる表皮細胞の制御機構
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転写因子による生体の生存戦略と恒常性維持の制御機構に関する研究
医化学分野 准教授 本 橋 ほづみ
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自律神経を介した肝臓 膵β細胞連関機構の解明
分子代謝病態学分野 助教 今 井 淳 太
赤芽球におけるヘムを介した転写制御ネットワークの解明

























































































図2. 細胞老化における転写抑制因子Bach 1の役割 A.細胞老化においてp53は，細胞周期関連遺伝子の
転写を活性化させて細胞増殖を停止させ，細胞を老化に導く． B. Bach 1は，ヒストン脱アセチル化酵素
HDAC 1と共に p53に結合し，p53による転写活性化を阻害する．このことが細胞老化の抑制につながる．
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図3. 小Maf群因子欠損マウスにおける神経症状．Maf G 単独欠損マウスでは，軽度の平衡機能障害をみと
める．Maf G :Maf K マウス（G /K＋/）では，生後4 5週目あたりから，主に下肢を中心として
間欠的なけいれんが観察される．Maf G :Maf K マウス（G /K /）では，離乳直後あたりから四肢
の間欠的なけいれんが認められるようになる．WT :野生型マウス．
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MAPK/ERK kinase 1（MEK 1）はERKをリン酸
化することでERK経路を活性化することが知られて
いることから，恒常活性型変異体のMEK 1遺伝子
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UCP 2（uncoupling protein 2)，細胞周期に機能する
NuSAP（nucleolar spindle associated protein)，DNA
結合蛋白質であるCNBP（cellular nucleic acid bind-











に共通に保存されているAcetyl CoA binding domain
を有することが一次構造配列の比較により明らかと
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